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小野：大分大学医学部附属先端分子イメージン
グセンターの施設を紹介してください。
菓子野：はい。大分大学医学部附属先端分子イ
メージングセンターは，“PET（陽電子断層放射
撮影法）の研究，診療”を目的として 2011 年に
設立されました。サイクロトロンを有し，自家
製造による PET 薬剤を利用し，PET-CT による
撮像が可能です。診療では 18F-フルオロデオキ
シグルコース（18F-FDG）を用いた保険診療を
行っています。研究では 11C-メチオニンを用い
た脳腫瘍の診断，11C-PiB を用いたアルツハイ
マー病の診断などを行っています。また，製薬
企業における新薬の開発では“早期探索的臨床
研究”による効率的なステップが重要視されて
いますが，PET 技術の適用も今後この分野で普

及していくと思われます。当施設はそれらを踏
まえ，治験薬GMP（Current Good Manufacturing 
Practice）の基準で管理を行い，高品質の薬剤
製造を行っています。
小野：製薬企業からの受託研究を視野に入れて
おられるのですか。
菓子野：はい，そうです。大分大学医学部附属

ここ豊の国，大分県に，低線量放射線の生物影

響のメカニズム解明をライフワークとし，PET
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て来られました。福島第一原発事故以降，低線量

放射線の生物影響は非常に関心が高く，その影響

のメカニズムの解明は放射線関係者なら誰もが待

ち望んでいるところです。今回は，大分大学医学

部附属に新設された先端分子イメージングセンタ

ーの菓子野元郎氏にご登場願いました。
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病院は“治験中核病院”として認定を受けてお
り，病院内に設置された“総合臨床研究センタ
ー”を中心として，臨床研究がスムーズに展開
できる病院です。したがって，当病院は PET 分
子イメージングを利用した医薬品企業による治
験への応用に十分対応できる施設なのです。臨
床薬理学講座と連携して準備を進めています。
小野：大分大学が PET を利用した新薬の開発
の拠点になるといいですね。ところで，施設
と研究のセットアップでは苦労されたそうで
すね。
菓子野：そうですね，何事もセットアップは大
変ですね。特に治験薬GMPの基準の達成は管
理が大変です。ソフト面では基準書，手順書を
作成しました。部屋の清浄度を保つ必要がある
ため，定期的な環境モニタリングを行っていま
す。放射線防護の観点からは放射性物質を封じ
込めるために陰圧にしなければなりません。こ
れは清浄度確保のための思想と反するのです
が，掃除を定期的に行うこと，HEPAフィルタ
ー（高性能エアフィルター）を用いた室内空気
の循環を増設したことにより，清浄度の基準を
十分に達成できるようになりました。スタッフ
の協力のおかげですね。診療に関することは放
射線部の医師，看護師，放射線技師の連携が必

要です。放射線管理については放射線技師の
方々に協力をしていただいています。PET 薬
剤の品質検査は薬剤部の薬剤師にお願いしてい
ます。月に 1回，実務者でミーティングを行い
情報交換しながら，診療と研究の体制を確立し
ています。また，薬剤の製造は製造方法を吟味
し，安定した供給を行う必要があります。私は
生物系の研究者ですので，化学合成については
不慣れですが，住友重機械工業（株）や住重加速
器サービス（株）の方々の協力をはじめ，知人の
研究者（群馬大学の富永英之先生）の協力があ
ったおかげで，11C-メチオニンや 11C-PiB といっ
た薬剤合成に成功しました。今年度からは化学
合成の専門家が赴任しましたので，新しい PET
薬剤の開発もどんどん進めていく予定です。
小野：チームワークは大切ですね。ところで，
生物学が専門と言われましたが，どのような研
究をされていますか。
菓子野：私は“放射線生物学”を専門として，
放射線の生物学的影響に関する研究を行ってい
ます。低線量放射線の生物影響は，福島第一原
発事故以降ますます関心が高まっていますが，
100 mSv 程度の放射線による生物影響は，依然
としてよく分からないことが多く残されていま
す。特に“バイスタンダー効果”という現象
は，放射線にヒットした細胞から出されるシグ
ナルにより，周りのヒットしていない細胞でも
生物学的影響が誘発されることで知られていま
す。そのメカニズムについては不明な点も多
く，このメカニズムを解明することが私のライ
フワークです。大分大学に赴任してからは，放
射線治療のグループとも連携し，効果的な放射
線治療につながる基礎的検討も行っています。
放射線治療の場合，難治性のがんをいかに効果
的に殺傷できるかについて，生物学的視点から
検討することも重要です。“低線量放射線のリ
スク評価”，“効果的治療法の基礎的検討”とい

写真 2　 先端分子イメージングセンターの建屋 
2011 年 3月に竣工した。手前左側がサイクロトロ
ン室で屋上に冷却装置が設置されている
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う二本柱が私の研究室のテーマです。
小野：大分大学は自然豊かなところにありま
すが，1年あまり過ごされた感想はいかがで
すか。
菓子野：私は地元が宮崎県で大学も長崎県と九
州には愛着があり，とても過ごしやすいです。
大分県は自然が多くていいですね。大分大学医
学部キャンパスから見える由布岳に沈む夕日は
絶景です。最近，犬の散歩が日課ですが，休み
の日は長めの散歩をしながら花や木の季節の変
化を楽しんでいます。
小野：そういえば，映画「男はつらいよ」シリ
ーズのファンと伺いました。

菓子野：寅さんシリーズはおもしろいですね。
特に「寅次郎相合傘」編と「寅次郎ハイビスカ
スの花」編はとても面白いです。登場人物に人
間味があって，日常的な物語がいいですね。寅
さんを見ていると，家族同士でも他人同士でも
より密接に関わりあっていた昭和の時代の良さ
が伝わってきます。映画は学生の頃から好きで
すね。
小野：菓子野さんの人柄そのものですね。寅さ
んと言えば，繰り返し使用される台詞が多数あ
りますが，どの台詞が好きですか。
菓子野：「君たちは貧しいね～」というセリフ
が好きですね！
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　本書は，長期汚染地域に住む人達を防護しつつ，復旧・復興への対応を進めるための専門的助言
です。世界の歴史が示すように，事故後の状況は複雑で，放射線防護も日常生活のあらゆる側面を
考慮しながら進める必要があります。このような現存被ばく状況下での防護戦略について，その正
当化と最適化，国と地域当局が果たすべき責任を検討。さらに過去の事例から，行政・専門家・被
災した住民・一般市民などがどのように関われば有効で復興につながる防護を実現できるのかを考
え，放射線モニタリング，健康サーベイランス，汚染された食品や他の物品の管理について具体的
に説明しています。付属書には，ビキニ，チェルノブイリなどの歴史的経験による教訓を多数収載。
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